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Fig．10　Relation　betweenωo／ωand　ZFc／Pα
　　　　（without　Iubricant）
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Fig．11　Relation　betwee11ωo／ωand　ZFσ／Pα
　　　　（Iubricant　suppIy　150cc／min）
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Fig．12　Relation　betweenωσ／ωand　ZFc／Pα
　　　　（1ubricant　suppIy　500cc／min）
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Fig．13　Relation　betwee11ωs4ωb　and昌pin
　　　　anguIar　velocity（without　lubricant）
20 アンギュラ玉軸受の玉の運動に及ぼす潤滑条件の影響
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Fig．14　Relatioll　betweenω論／ωb　and　spin
　　　　angular　velocity　（lubricant　supPly
　　　　500cc／min）
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Fig．15　Change　of　revoIutional　velocity　due　to
　　　　slip　occurrence　against　ZFc／Pα
Fig．15は軸回転を縦軸にとって公転すべりをみた
ものである．この図における傾きは同一荷重の場合の
速度の影響を示すものである．遠心力には玉の公転
ω。が含まれ，ω。。F，1／2であるからFig．15では傾
きがほぼ1／2である筈のものがこのように潤滑下（破
線）ではZF。／Pαが大きい範囲で無潤滑（実線）の
場合からずれるのはω，における公転すべりの発生を
示すものである．
5．結　　言
　以上の結果でわかるようにアンギュラコソタクト玉
軸受においては内外輪のいずれが駆動輪であるか，ま
たいずれの転走面に荷重をうけているかによって潤滑
条件の影響が異なる．とくに本研究結果のように外輪
回転で内輪に荷重をうけている場合は潤滑剤供給によ
る運動のみだれが大きいことが明らかになった。即ち
この場合，とくに外輪に潤滑油が溜るので外輪コント
ロール中の外輪軌道でのすべりが著るしく玉の回転が
不安定になることがわかった．
　最：後に本研究にご協力戴いた設計研究室の卒研生一
丸知浩君（現：唐津鉄工㈱）に感謝する・
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